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（所管課名）　地域づくり推進課

細 事 業 名まちづくりサポーター養成・活用経費

上 位 事 業 の 目 的自主自立の地域づくりを進める

Ｈ２２年度細事業の
取 り 組 み 実 績

　１９ケ所の各まちづくり交流室が各校区自治協議会や管内地域の自治会等と協議して、地域の特性や実
情に沿った講座やワークショップ等を開催。具体的には、地域の歴史を語れるリーダーの養成、健康運動サ
ポーター、パソコンによる広報紙づくりで情報発信などを行う人材の育成を行った。
※別添資料 （ 有 ・ 無 ）

参画の手法

自己
評価 Ａ　よくできた

Ｂ　まあまあできた
Ｃ　あまりできなかった
Ｄ　全くできなかったB

平成22年度参画協働の取組　自己評価シート

事 業 名まちづくり支援事業
章 2

節 1

　各まちづくり交流室のまちづくり担当職員が、地域での会合等へ積極的に参加し、情報の提供や地域課題
の抽出・調整等を行う中で、地域の特性や実情に沿った講座やワークショップ等を開催する。

協働の形態

　住民自治の理解促進、意見調整力、企画力、実行力等の養成のための講座（各まちづくり交流室の地域
性・課題にあわせた内容の講座）を行い、修了者を「まちづくりサポーター」として登録する。登録後、地域活
動等に参画できる機会を各まちづくり交流室でコーディネイトし活用を図ることにより、地域のまちづくり活動
の活性化につなげるものである。

決 算 額
予 算 額 等

平成22年度決算 平成23年度予算 平成24年度見込み

675 950 950

③

【市民ニーズ等の反映】
どのような点に工夫して市民から
の意見や情報収集・意見交換等
を行い、ニーズを事業に反映しま
したか

　まちづくり担当職員が、校区自治協議会や各種団体の会合等へ出席し、情
報の提供・収集や課題に関する相談を受ける中で、地域の特性や実情に沿っ
た視点で講座・ワークショップの内容を検討し、開催に結びつけている。

課題と
改善点

　校区自治協議会や各種団体における活動そのものに、濃淡があり、情
報の提供・収集、課題の抽出・解決などがスムーズに行えないところがあ
る。

評価ポイント 具体的な取組と評価 ・ その理由など

①

【積極的な情報共有】
どのような広報活動を通じ、どの
ような市民を対象として、事業に
関する情報を積極的に提供しまし
たか。また、どのような情報収集
を図りましたか

・校区自治協議会や自治会等の会合等で「まちづくり活動の手引き」を配布し
各課が行っている地域への支援メニューを紹介した。
・校区自治協議会の定例会・役員会、自治会等の会合へ出席し、地域内の行
事予定、課題の収集などに努めた。

②

【参画の機会の提供】
どのような手法をどの程度組み合
わせ、どのような市民を対象とし
て多くの参画の機会を設けました
か

　講座募集の呼びかけは、市政だよりでは行わず、公民館だよりや校区自治
協議会等を通じて校区内の住民を対象に行っている。

（情報共有）

参　画



４　平成23年度の計画

□ 拡大・充実 ■ 現状維持 □ 見直し・改善 □ 縮小・終期設定 □ 廃止・休止

　最終的にサポーターとなった人には地域活動のリーダーとして活躍してもらうという視点で、講座やワーク
ショップの内容を吟味する必要がある。
　登録されているサポーターの紹介なども会合や公民館だよりなどで行うようにすると、住民の方々に認知し
てもらえるのではないか。

協働の形態
　住民が地域活動等に参画できる機会を各まちづくり交流室でコーディネイトすることにより、協働による地域
のまちづくり活動を促進する。

自己
評価 Ａ　よくできた

Ｂ　まあまあできた
Ｃ　あまりできなかった
Ｄ　全くできなかったC

Ｈ ２ ３ 細 事 業 の
取 り 組 み 予 定

  地域づくりを担う新たな人材の養成と活用につなげるため、特に、地域のまちづくりに関心の高い青年層や
団塊の世代等幅広い世代を対象にまちづくりサポーター養成講座を実施し、修了者を「まちづくりサポー
ター」として登録し、地域のまちづくり活動の活性化につなげる。

参画の手法
　計画段階から地域の実情に応じた担い手づくりにつながるよう市民の意見を反映しながら講座を企画し、
講座終了後は「まちづくりサポーター」として地域のまちづくり活動に主体的に参画できる機会を拡充する。

情報共有・参画・協
働の経費や期間に
関する課題と改善点

【役割の分担】
当初の期待と比べ、市民との役割
分担を明確にして対等な立場で
事業を進めることができましたか

【信頼関係の構築】
当初の期待と比べ、協働を通じて
情報共有を図り、お互いの信頼関
係を築き、双方が実感できました
か

　講座募集の段階から「まちづくりサポーター」の趣旨を理解して応募をしても
らっている。さらに、講座の始めには、受講の心構えと同時にサポーターの使
命・責務について説明を行い、終了後の協力についてのお願いをしている。

評価ポイント 具体的な取組と評価 ・ その理由など

④

23 年 度 以 降
の 方 向 性

　まちづくり交流室が地域の特性や実情に沿った講座を開催し、地域の方々
が受講者となり、修了者を「まちづくりサポーター」として登録し、登録後は、地
域活動等へ参画できる仕組みである。

⑤

【事業効果の向上】
当初の期待と比べ、市民との協働
により、行政単独で行うよりも市民
満足度が高まるなどの事業効果
を上げることができましたか

　講座修了者を「まちづくりサポーター」として登録し、地域活動の担い手とし
て地域活性化に一役買ってもらおうとの仕組みである。老人会の集まりでバ
ルーンアートの手伝いをしたり、読み聞かせを地域コミュニティセンターや保育
園等で行ったりと一部では見られるものの、各まちづくり交流室による地域へ
のコーディネイトが難しい現状にある。

⑥

課題と
改善点

　講座を開催し、修了者を「まちづくりサポーター」として登録するところま
ではかなりのレベルで実施できているが、次の段階である地域へのサ
ポーターの参画の機会をコーディネイトする部分が難しいように見受けら
れる。
　人材育成でもあることから、直ちに結果を出せるものではなく継続して
取組むことが重要と考える。

協　働
















